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２月マネー動向： 
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１．貸出動向： 貸出低迷が続く 

 日銀の貸出・資金吸収動向等によると、２月の銀行総貸出（平残）の前年同月比伸び率は▲1.6％と 4 年

ぶりの前年割れとなった 09 年 12 月以降 3 カ月連続のマイナスとなった。 

都銀等では同▲3.3％（前月は▲3.4％）と大幅なマイナスとなった。比較対象である 09 年２月はリーマ

ン・ショック後の金融市場の混乱に伴う貸出の急増が生じていた時期にあたり、その反動が出ているという

テクニカルな面もあるが、企業の設備・運転資金の需要低迷により、銀行貸出残高自体が弱めに推移して

いるという要素も否めない（図表 1～6）。 

 特に中小企業向け貸出は前年比▲3％台で推移している。12 月初旬に「中小企業金融円滑化法」が施

行されたが、資金繰りにも依然として厳しさが見られる。 
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（前年比、％） （図表1）　貸出動向
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（前年比、％） （図表2）　業態別貸出動向
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（前年比、％） （図表3）貸出先別貸出金

（注）データは1月分まで、大・中堅企業は「法人」－「中小企業」にて算出

（図表４） 銀行貸出残高の推移
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（注）中小・零細企業とは、負債額別　１０００万円以上１億円未満、データは1月分まで
（資料）帝国データバンク

（図表6）　中小企業の資金繰りDI（好転－悪化）
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（資料）商工中金「中小企業月次景況観測」
（年/月）

 

  

２．マネタリーベース： 緩和姿勢を背景に潤沢な資金供給が続く 

 日銀による資金供給量を示す 2 月のマネタリーベースは、前年同月比 2.2％増と 18 ヶ月連続の前年比プ

ラスとなった。前月の同 4.9％増と比べると伸び率が低下したが、前年の 2 月にマネタリーベース残高が急

増したという技術的な要因が大きい。2 月前半には日銀において一部資金供給を絞り込む動きが見られた

が（市場機能の維持を目的とした対応とみられる）、日銀の積極緩和姿勢に変わりはなく、当面維持される

とみられることから、マネタリーベース残高は今後も高水準で推移するだろう（図表 7,8）。 
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（前年比、％） （前年比、％）（図表7）　マネタリーベースの動き
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（図表8）　当座預金残高の動き（兆円） （前年比、％）

（資料）日本銀行 （年/月）
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３．マネーストック： 通貨供給量の伸びは引き続き高水準 

通貨供給量の代表的指標である 2 月の M2（現金、国内銀行などの預金）平均残高は前年同月比 2.7％

増（前月改定値は 3.0％増）、M3（M2 にゆうちょ銀など全預金取扱金融機関の預貯金を含む）は同 2.0％増（前

月改定値は 2.2％増）と、それぞれ前月と比べやや低下したが、依然高水準の伸びが続いている。 

M3 に投信や外債などを含めた広義流動性は前年比 1.1％増（前月改定値は 1.1％増）となり、広義

流動性の伸びが M3 の伸びを下回る状況が続いている（図表 9～10）。 

投資信託などリスク資産の伸びが盛り上がりに欠ける中、定期預金など準通貨の高い伸びが続い

ており、安全性重視のマネーの流れは根強い（図表 11）。 
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（資料）日本銀行 （年/月）

-2

-1

0

1

2

3

4

5

6

0411 0511 0611 0711 0811 0911

M1

現金通貨

預金通貨

（前年比、％）
（図表10）　現金・預金の動き

（資料）日本銀行
（年/月）

（図表11）　投資信託と準通貨の動き
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